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１ 本県の人口推移

○本県の人口は、平成10(1998)年の、1,126千人をピークに減少。20年後(平成47年)には約90万人となる見込み。
○生産年齢人口(15～64歳)は平成2(1990)年をピークに減少。

69～71歳
昭和22～24年の
第1次ﾍﾞﾋﾞｰﾌﾞｰﾑ
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２ 産業構造の状況

○本県の第2次産業(製造業、建設業、鉱業)の従事者割合は、全国と比較すると高い水準
○一方、本県においても全国同様、第2次産業の就業者は減少し、第3次産業の従事者が増加する傾向

上段：就業者数(千人)、下段：就業者割合（％）

富山県の産業別就業者及びその割合の推移
千人 ％
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総務省「国勢調査」

富山県 全国 富山県 全国 富山県 全国 富山県 全国 富山県 全国
総数 615 64,182 595 63,032 577 61,530 546 59,611 539 58,919

35 3,848 25 3,208 24 2,981 19 2,381 18 2,222
5.6 6 4.2 5.2 4.2 4.9 3.5 4.2 3.3 4.0
245 19,936 229 18,392 199 15,967 182 14,123 178 13,921
39.8 31.3 38.4 29.5 34.4 26.4 33.4 25.2 33.1 25.0
335 40,004 340 40,671 351 41,425 334 39,646 335 39,615
54.5 340 57.1 65.3 60.9 68.6 61.2 70.6 62.1 71.0

第1次産業

第2次産業

第3次産業

H7年（1995） H12年（2000） H17年（2005） H22年（2010） H27年（2015）



３ 雇用情勢の推移

○本県の有効求人倍率は、平成25年２月以降、1.00倍を上回る水準で推移しており、雇用情勢の改善が進んでいる。
○職業別の有効求人倍率は、建設や介護・福祉分野等で高い倍率となる一方、事務的職業は、倍率が低く、
職種によって求職・求人のミスマッチが存在している。

○有効求人数・有効求職者数、有効求人倍率の推移（富山県）

※富山労働局

○職業別有効求職者・求人数、有効求人倍率(富山県)
（令和2年1月）
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４ 労働者の雇用形態の状況

○本県でも、パートやアルバイト、派遣社員等の非正規雇用者は増加傾向にあるものの、雇用者に占める正規雇用
者の割合はH29(2017)年は66.9％であり、全国(61.8％)を上回っている。

契約･嘱託
その他41

派遣 9

パート、

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

108

正規雇用者・非正規雇用者数及び割合の推移（富山県)

※厚生労働省「就業構造基本調査」
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５ ニート・フリーターの状況

○全国のニート（若年無業者）数は、2019年平均で56万人であり、近年60万人前後で推移
○全国のフリーター数は、2019年平均は138万人であり、2014年以降は減少傾向

※総務省「労働力調査」

※年齢が15～34歳で、男性は卒業者、女性は卒業で未婚の者のうち、
①「パート・アルバイト」の者
②完全失業者のうち探している仕事の形態が「パート・アルバイト」の者
③非労働人口で、家事も通学もしていない「その他」の者のうち、就職内定しておらず、
希望する仕事の形態が「パート・アルバイト」の者

○ニート（若者無業者）数・対人口割合の推移（全国） ○フリーター数の推移（全国）
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６ 若者の就業状況（新規学卒者の就職率）

○本県の高等学校卒業者の就職率は極めて高く、例年全国上位クラスである（31年３月卒業予定者…全国２位）。
○本県の大学等卒業者の就職率は、全国平均を上回り、近年は95％超を維持している。

※文部科学省、厚生労働省「就職状況調査」

富山県：大学、短期大学、高等専門学校、専修学校、能力
開発校の卒業者（卒業年３月末現在の就職内定率）

全国：大学、短期大学、高等専門学校の卒業者
（卒業年４月１日現在の就職率）

○高等学校卒業者の就職率の推移 ○大学等卒業者の就職率の推移

※高等学校卒業者…
富山県、全国とも卒業年３月末現在の就職率 6



７ 女性の就業状況

○本県の女性の労働力率は、全国平均よりも高い。年齢階級別に見ると、全国と同様、25～29歳と45～49歳を
左右のピークとして30～34歳をボトムとするＭ字カーブとなっているが、カーブの谷は浅くなってきている。

○年齢階級別女性労働力率

※総務省「国勢調査」

H17 H22 H27

富山県 52.6 51.8 52.1

全国 48.8 49.6 50.0

○労働力率（女性全体） 単位：％

H17 H22 H27

富山県 75.5 73.1 70.7

全国 75.3 73.8 70.9

○労働力率（男性全体） 単位：％
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※ 労働力率は15歳以上人口(労働力状態｢不詳」を除く。）

に占める労働力人口（就業者＋完全失業者の計）の割

合をいう。



８ 障害者の就職状況

○本県の平成30年度の新規求職申込件数は1,721件、就職件数は1,164件で、ともに近年増加傾向にある。

○障害者の就職状況の推移（富山県）
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